























いん L しょ てんず
「懐徳堂印J r懐徳堂図書」などを制作してきたが、今年度は、新たに「天図シミュレー
りけん もうしほうげん
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(テツオ・ナジタ著、子安宣邦訳、岩波書庖、 192 年、 538 頁、 40 円)
(原題: Visions of virtue in Tokugaw Japan : The Kaitokudo ， Merchant Academy of Osak) 





































































置されているのは残念である。 ( 三谷 )
- 5 -
『懐徳堂朱子学の研究』






































































































一「懐徳堂文庫資料解題J 湯浅邦弘氏他 9 名
本書の大部分を占めており、本書の意義とも言える懐徳堂文庫資料の解題。これらにつ






昭和 51 年(1 976) に発行された懐徳堂文庫図書目録は、文書および器物については記載
















徳堂の講師兼理事で、あった西村天囚(1 865 "-' 1924) 、園皐院大学名誉教授である藤野岩友














































































































懐徳堂は財政の逼迫により明治二年(1 869) に閉校となるが、その後大正五年(1 916)
に再建された。第六部には、その重建懐徳堂期に関する三つの論考が掲載されている。「第
一章 『懐徳堂紀年』とその成立過程J (竹田健二)においては、竹山・履軒の曾孫にあ
































































『国語学書目解題JI (明治書院、 193 年)、『国語学概論 JI (博文館、 190 年)などの著書がある。)
(金城)
『日本の私塾』
(奈良本辰也編、淡交社、 196 年、 267 頁)
松下村塾や成宜園など、江戸時代における 11 の私塾について、各私塾の具体的な制度
















































(なお、本書は角川文庫にも収められており、そちらは 1974 年に発刊されている。 (t 1'村ー)
『中井竹山・中井麗軒] (叢書・日本の思想家 24)
(小堀一正・山中浩之・加地伸行・井上明大著、明徳出版社、 1980 年、 347 頁、 250 円)
中井竹山・履軒を中心に、当時の懐徳堂を取り巻く環境や懐徳堂の変遷について記した
書。全 7 章で構成され、巻末には「竹山・履軒略年譜J、「附録J (著述目録・参考文献目








































































て 参照され たい。 (金城 )
『なにわ町人学者』








































享保 9 年(1 724) 3 月に大阪では大火があり、大阪船場で講義をしていた三宅石庵や玉
井蘭洲は含翠堂で、講義を行った。この結果大阪の門人は含翠堂の空気に触発され、大阪に










































































が紹介される。第 1 章で捨て子の死に始まり、第 4 章で捨て子の生によって本書はしめく
く られている。 (藤野 )
『懐徳堂とその人びと』
(脇田修・岸田知子著、大阪大学出版会、 197 年、 154 頁、 150 円)
創建時から閉校、復興を経て現在に至るまで、に懐徳堂が辿った歴史や、懐徳堂に関わっ











































































で ある。 (久保 )
『鎖国してはならない』
(大江健三郎著、講談社、 201 年、 32 頁、 170 円)
197 年から 201 年にかけての、著者による講演の記録およびその文体で書かれた評論
からなる書。巻頭には、 r~鎖国してはならない』のための前口上J として、本書をまと
めた目的や、各講演が行われた日時と場所などが記される。懐徳堂に関する講演としては、
19 年 1 月 11 日に関西学院大学「フォーラム・ 21 世紀への創造」にて行われた「懐徳




























鮮 味を感じる内容 と な っ て い る 。 (森 田 )
『自由学問都市大坂ー懐徳堂と日本的理性の誕生』






























































本書において懐徳堂に関する記述は、当然ながら中井終子 (187 ・195) の章に集中して
つぐまろ
いる。懐徳堂最後の学校預人を務めた中井桐園の子で、履軒の曾孫に当たる木菟麿
(1 85 ・1943) は、明治 11 年(1 878) に大阪で初めて正教の洗礼を受けた 35 名の内の一
人で、後に大主教ニコライ(1 836 ・1912) と共に新約聖書・祈祷文などの邦訳に携わった。












































































(菅宗次、和泉書院、 208 年、 21 頁、 280 円)
幕末の時代を生きた京大坂の文人たちについて、彼らの著作の紹介を中心に様々な角度
からとらえた書。巻末には「初出一覧j を附す。
先んじて、和泉書院より 19 年に『京大坂の文人』、 20 年に『京大坂の文人続』
が出版されており、本書はその続編にあたる。前著における懐徳堂に関する内容としては、






















































































































































































































































































本書で著者はこの脚本は上演台本ではなく草稿であるとのべており、実際に 198 年 3








(大阪市立博物館編、 1986 年、 76 頁+口絵 4 頁)
1986 年に大阪市立博物館にて開催された、第 103 回特別展の図録。
本書は、江戸期の懐徳堂がどのような変遷をたどり、終震を迎えたかについて、「創設


























いたった。そして、ついに明治 2 年(1 869) 創設以来 140 年続いた書院は閉鎖されること
となる。
附録について
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深い一冊で ある。 (藤野 )
wr 見る科学J の歴史-懐徳堂・中井履軒の目・』
(大阪大学総合学術博物館編、大阪大学出版会、 206 年、 56 頁(カラー口絵込)、 10
円)
















































































・印面・技法など、(四)~懐徳堂印存』三冊本 ・ 二冊本 ・ 七冊本における葉数及び注記、















































































































(大阪大学文学部編輯並発行、 1976 年、 45 頁)
懐徳堂文庫に関して、これまでに発行された唯一の包括的な図書目録。
収録資料の概要
本目録に収録されている資料群は、「懐徳堂記念会蒐集図書J (約 360 冊)、「北山文庫 J
は やお
(吉田鋭雄旧蔵書約 40 冊)、「木間瀬文庫 J (木間瀬策造旧蔵書幅 56 点)、「岡田文庫 J (岡
田伊左衛門旧蔵書約 60 冊)から成る、約 460 冊に及ぶ。
目録の構成
本目録の全体は大よそ「漢籍の部J r園書の部J の2 部より構成されており、各部の末
尾には「書名索引」が付されている。
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